
 日本女性技術者フォーラム(JWEF)より2018年度「JWEF女性技術者に贈る奨励賞」を募集します。 本賞は、女性技術者の活躍が社会発展に寄与することを奨励するため、職場においてリーダーシップを発揮し活躍している若手女性技術者を表彰します。該当する方は奮ってご応募またはご推薦願います。   【応募資格】【応募資格】【応募資格】【応募資格】        仕事を遂行する上での行動・手法・成果が社会や会社の意識・風土の改革につながり、若手のロールモデルとなっている、本年本年本年本年4444月月月月1111日現在で日現在で日現在で日現在で40404040歳未満の歳未満の歳未満の歳未満の女性技術者女性技術者女性技術者女性技術者。。。。 【応募締切日】【応募締切日】【応募締切日】【応募締切日】    2018年7月13日（金）    【選考方法】【選考方法】【選考方法】【選考方法】    選考委員会による書類選考にて１名を選出します（最終選考で面接を実施する場合もあります）。 【受賞者決定】【受賞者決定】【受賞者決定】【受賞者決定】    2018年9月上旬応募者全員に結果を通知し、JWEFホームページで発表します。 受賞者はJWEF個人会員に登録されます。初年度の会費は免除となります。 【授賞式及び講演会】【授賞式及び講演会】【授賞式及び講演会】【授賞式及び講演会】    2018年10月27日（土）＜於：大田区民ホール・アプリコ 小ホール＞ 【応募方法】【応募方法】【応募方法】【応募方法】    他薦または自薦による応募。ただし、業務活動などの確認のため推薦者以外の職場の上司などをご紹介いただきます。所定の応募用紙に必要事項を記入し、下記応募宛先にメールでお送りください。事務局より受領通知メールを送付します。 応募用紙はJWEFサイト http://jwef.jp/activity/award.htmlよりダウンロードしてください。 【応募宛先【応募宛先【応募宛先【応募宛先及び及び及び及び問問問問合わせ先】合わせ先】合わせ先】合わせ先】    JWEF事務局 info@jwef.jp 宛とし、メールタイトルは「JWEF奨励賞応募」または「JWEF奨励賞問い合わせ」としてください。 【過去の受賞者】【過去の受賞者】【過去の受賞者】【過去の受賞者】    JWEFサイト http://jwef.jpでご覧ください。 【【【【JWEFJWEFJWEFJWEF奨励賞の後援】奨励賞の後援】奨励賞の後援】奨励賞の後援】    日刊工業新聞社／モノづくり日本会議（予定） 経済産業省（予定） 男女共同参画学協会連絡会（予定）     ＜JWEF奨励賞の運営＞ この奨励賞は元JWEF運営委員長の 都河 明子 氏からのご寄付をきっかけに2009年に創設し、本年度で10回目となります。  
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 【審査対象項目】 女性技術者に贈る奨励賞は下記の項目を審査対象とします。  (1) 自身のキャリアパス形成について  
� 課題対応の着実性と遂行能力 
� 課題対応における積極性とチャレンジ 
� 周囲との協調や連携・理解を得る説得力（巻き込み方） 
� ワーク・ライフ・バランス 
� 課題対応手法の新規性  (2) 職場や社会への影響度  
� 職場での評価を得られているか 
� 後進の女性技術者の育成、支援を行っているか 
� 職場の風土改革に寄与しているか 
� 目指したい対象（ロールモデル）となっているか 
� 提案能力が高く、業務の改革につながっているか   【審査対象者業績の記載について】 
� 応募用紙には、応募者の業績、その裏付となる資料（論文・特許のタイトル、受賞歴や記事、参照URL）も記述してください。また、特に強調したい点も記述してください。 
� 推薦の場合は、推薦理由の他、推薦対象者の業績、業績の裏付となる資料（論文・特許のタイトル、受賞歴や記事、参照URL）を参考文献として引用形式で記述してください。また、推薦理由として特に強調したい点も記述してください。  以上                    


